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式辞 

本日、ここにご来賓の皆様ならびに関係各位のご臨席のもと、2018 年度東京理科大

学学位記・修了証書授与式を挙行するにあたり、学長としてご挨拶申し上げます。 

卒業生の皆さん、大学院を修了される皆さん、卒業、修了おめでとうございます。実

り豊かな学生生活を送られたこととお慶び申し上げます。また、学生の皆さんを今日ま

で支えてこられたご家族の方々にも、心からお慶び申し上げます。 

現在、私たちを取り巻く状況は大きく変わりつつあります。大学についても同様で、

如何に社会に貢献できるかが問われ、多様な教員の任用、学部の枠を超えた教育・研究

分野の編成、社会人などさまざまな学生の受け入れ、各方面との連携など、多様性をキ

ーワードとした取り組みが求められています。 

「社会の公器」として、大学間や産業界との連携、ガバナンスの強化などにより機動

性を活かし、教育の質の担保、社会の変化に対応した教育・研究の推進・高度化が喫緊

の課題となっています。その為には、不断に外部の意見を取り入れ、社会への説明責任

を果たし、真の連携を維持していくことが重要です。 

大学にとって、教員、職員、学生、同窓生は重要な構成員で、特に同窓生は大学に最

も近い社会の利害関係者です。風通しの良い関係を維持することは、我々にとって最重

要課題となっています。皆さんは卒業され、理窓会の一員となります。我々にとって大

事な社会の利害関係者となられました。卒業されたばかりの皆さんの率直な意見は、大

変重要だと思っています。どうぞ宜しくお願いします。 

大学における研究活動についても、その真価が問われています。科学技術は人類社会

に大きな役割を果たしており、人類の知を拡大するのみならず、社会的課題の解決のた

め必須の活動です。研究者は研究によって得た知識を、再現性を担保した形で論文とし



て公開し、相互に検証しながら、研究成果として蓄積し、活動の基盤としています。そ

れを保証する要件は、科学者コミュニティの学識と知的謙虚さ、誠実さにあります。最

近よく話題となる「エビデンスベース」という言葉もその延長線上にあります。信頼性

の高い統計データがあって、初めて信頼のおける合理的な判断が成り立つのです。 

本学は「学問の自由」を社会から負託され、科学技術を推進し、次世代を担う人材を

育てる場であり、教育・研究の成果を社会に還元することが最も重要な責務です。 

皆さんは学位論文をまとめ、公表し、本日に到達されました。新しい発明・発見に感

動したことでしょう。一方、思うように研究が進まず、悩んだことがあったかも知れま

せん。私も予想通りの結果が得られず、実験と計算を繰り返したことがあります。結局、

「自分が立てた仮説は間違いであった」と納得せざるを得ないこともありました。それ

でも新たなことに取り組む楽しさは、何物にも代え難く、研究を進めることが出来まし

た。「諦めないことが大切」との教訓を得ました。皆さんもこのような体験をされたの

ではないでしょうか。地道な作業を誠実にこなし、人類社会に大きな貢献をされ、次世

代を担う人材として成長されたことに、学長として敬意を表したいと思います。 

ここで、本学の歴史を振り返ってみましょう。1881 年に「理学の普及を以て国運発

展の基礎とする」を建学の精神として、東京物理学講習所が創立されました。その後、

東京物理学校に改称し、物理、数学、化学の分野の多くの専門家を育てました。彼らは

各分野で活躍し、日本が近代国家へと発展する一翼を担いました。 

東京物理学校は、1949 年、大学制度の改革により東京理科大学となり、東北帝国大

学第 6 代総長を務めた本多光太郎が初代学長に就任しました。彼は若い頃、ヨーロッ

パに留学し、金属物性の研究をしています。当時の留学と今の留学は、時代も異なり同

じではありませんが、異なる環境に身をおいて勉学に励むという点において、共通する

ものも多いと思います。皆さんも、広く世界に目を向けて経験を積み、グローバルに活

躍してほしいと思います。 



本多学長は「学問のある所に技術は育つ、技術のある所に産業は発展する、産業は学

問の道場である」と喝破し、東京理科大学を研究レベルの高い大学に導くとともに、社

会に役立つ大学を目指し、産学連携の先駆けとなりました。本学は、東京物理学校以来

の伝統を受け継ぎ、STEM（科学、技術、工学、数学）の分野で多くの専門家を育てま

した。卒業生たちの活躍もあり、日本は経済成長を遂げ、世界で最も進んだ国の一つに

発展しました。 

しかし、現在、世界は多くの社会的課題を抱えています。産業構造の急激な変化、地

域間格差の拡大など、世界的な問題は複雑化し、深刻さを増すばかりです。最近国連で

採択された「持続可能な開発目標：SDGs」を思い起こしてください。SDGsには、我々

が認識すべき社会的課題と目標が示されていますが、明確な解決方法が示されている訳

ではありません。世界が力を合わせて解決方法を研究し、実行して行く必要があります。

ここで詳しくお話する余裕はありませんが、SDGsの重要なキーワードは「ダイバーシ

ティ」と「インクルージョン」です。今後社会で活躍される皆さんへの期待は大きいと

思います。 

科学技術の歴史を考えると、我々は様々な活動によって得た断片的知見を集め、その

分野の体系的な知識としてきました。知識の際限のない細分化・複雑化は、専門家間の

連携を阻み、社会的課題の解決を困難にしています。こうした状況を打ち破るには、こ

れまでに構築された専門的知識をつなぎ、大きな目標に向って協調していける仕組みを

作ることが重要です。大学は、本来の責務である「教育・研究」を通じ、「社会の公器」

としての矜持を持って貢献していくべきです。 

本学は「学問の自由」を社会から負託されていると申し上げました。大学は自律した

個人の集団から成り立っています。研究者は、主体的・自律的判断に基づいて行動して

います。この自律性が学術の発展には不可欠であることを、歴史の教訓から学んでいま

す。しかし、各専門分野に安住していては、境界領域に残されている学問的発展にも、



我々が直面している社会的課題の解決にも、大きな力にはなれません。 

大学という組織体は、自律分散しているだけではなく、協調して活動できる仕組みを

持つ必要があります。そうした活動を有効にするのは、明確な目標の設定であり、それ

を支える広い意味の教養です。別の言い方をすれば、知識に加えて知性が必要というこ

とです。分野を越えた協調は、若く柔軟な皆さんのほうがやり易いと思います。社会を、

そして大学を取り巻く困難な状況を、我々とともに打破してくれることを望みます。  

本日、皆さんは卒業、修了し、学位を取得されましたが、知識の探求が終わったわけ

ではありません。皆さんの学位記は、本学として、今後も皆さんと力を合わせ、世界が

抱える課題を解決していこうという約束の証です。皆さんの人生の中で、新たな挑戦を

したいと思うことがあるでしょう。その時には、是非、戻って来て下さい。我々は、常

に皆さんの活動を支援し、協力することを約束します。 

東京理科大学は、現在の構成員だけの組織ではありません。過去、現在、未来の学生

にとり、より良い勉学の場とするため、同窓生として、ご協力賜りますようお願いする

とともに、皆さんの益々の活躍を祈念して、式辞とします。 

 

2019年 3月 19日 

東京理科大学 学長 松本洋一郎 


